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BaTiO3, SrTiO3, TiO2ナノ粒子の部分硫化による可視光応答性光触媒の開発
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硫化温度の上昇と共に、レッドシフトが見
られ、可視光領域に吸収が得られた 可視光応答性光触媒の誕生！
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例えば TiO2

20nm
酸化チタンST01

CS2

部分硫化処理

アナタース構造を保ったまま、
構造中の酸素をイオウに置換
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部分硫化処理

アナタース構造を保ったまま、
構造中の酸素をイオウに置換

可視光に応答する夢の光触媒！

面特異的吸着によるハイブリッド化
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サーモトロピック
キュービック相

単分散 α-Fe2O3微粒子

リン酸基を有する有機液晶性分子

サーモトロピック
ネマチック相

－有機無機ハイブリッド液晶化の鍵－

用いる無機微粒子の特徴的な形状と優れた単分散性

有機液晶メソゲンの選択と微粒子表面に対して高い
吸着性を示す官能基の導入
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単分散α-Fe2O3 粒子 と有機液晶性分子とのハイブリッド化
単分散α-Fe2O3 粒子 と有機液晶性分子とのハイブリッド化

こういう
粒子は
ハイブ
リッド化
しない


